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研究分野：化学 
科研費の分科・細目：基礎化学・有機化学 
キーワード：π電子・π曲面・π空間・拡張π電子系・拡張π平面 
 
１．研究計画の概要 
本新学術領域研究では、分子に多様な機能や
構造をもたらすπ電子に焦点を当て、これま
でにない超分子的集積化ならびに光・電子・
磁場の影響など様々な相互作用の研究を展
開する。このπ電子を軸とした相互作用によ
り、高度で複雑な秩序やシステムが生じる場
を「高次π空間」と定義し、１）ストラテジ
ックリサーチ、および、２）創発的研究を推
進する。本計画研究の総括班は、領域内での
有機的な繋がりのある連携による共同研究
を推進することにより、新物質創製、新材料
創製、機能開拓を展開し、新現象の発見や新
概念の創出を目指す。	 
	 総括班は領域全体の研究方針の策定を行
うと共に、領域内の計画研究班と公募研究班
間の有機的な連携による共同研究の促進や
連絡調整等、領域全体の研究推進に係る企画
調整を行う。またシンポジウムや研究会を開
催して領域内での意見交換や議論を進める。
さらに、得られた研究成果の社会還元を行う。
本研究の成果については主に学術雑誌への
発表を行う。と同時に、より社会・国民へ発
信するために、公開シンポジウムや国際シン
ポジウムでの成果発表を行い、領域ホームペ
ージにおいて論文発表、学会発表、新聞等媒
体掲載などの情報を積極的に公開する。さら
に、定期的に発行しているニュースレター等
にて、研究活動の内容や成果を国民に分かり
やすい言葉で説明し、「国民との科学・技術
対話」に積極的に取り組む。 
 
２．研究の進捗状況 
領域内の計画研究班および平成21年度から

加わった公募班間の有機的な連携による共

同研究の促進や連絡調整等領域全体の研究

推進に係る企画調整を行った。分野間の垣根

を取り払うため、５回の公開シンポジウム

（2009年1月、8月、2010年3月、7月、2010

年3月）を行うとともに、２回の若手主導に

よる若手研究会（2009年11月、2010年7月）

を開催し、異分野間コミュニケーションによ

る創発を図った。シンポジウムでは全研究代

表者が必ず口頭発表あるいはポスター発表

を行なうこととし、毎回領域内での成果につ

いての意見交換や問題点の議論を行った。そ

の結果、70件を超える共同研究が開始され、

半数以上は研究項目間連携の共同研究とな

っている。３グループに渡る共同研究も数件

実施されている。これらの一部は既に共著論

文（約50件）として公表された。	 

	 また社会還元の一環として、領域ホームペ

ージにて研究内容、目標等を広く社会へ情報

発信するとともに、研究業績や受賞、媒体掲

載の実績に関する広報に努めた。さらに、本

研究領域の重要性や期待される成果を社会

にむけて広く発信するため、市民向け公開シ

ンポジウム（2010年7月）を開催するととも

に、ニュースレターを５刊発行し（2009年3

月、9月、2010年3月、9月、2010年3月）、研

究内容・活動内容とその成果をわかりやすく

発信した。研究内容・成果を国外に向けても

広く発信するため、国際シンポジウムを２回

開催した（2009年12月、2010年11月）。また、	 

本領域研究では若手育成を目標の一つとし

ている。そこで、年２回の公開シンポジウム

および１回の国際シンポジウムでの若手研
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究者のポスター発表を奨励し、また関連分野

の国際研究集会への参加および主催を奨励

した。上述のように領域の若手計画研究者を

主導として若手研究会を開催し、院生の積極

的参加を促した。	 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
本研究では、領域内の計画研究班と公募研究
班間の有機的な連携を推進したことより、予
想を上回る多くの共同研究が開始され、着実
に研究が進展してきた。Nature などトップジ
ャーナルを含め、700 を超える論文が発表さ
れており、期待以上の研究成果があげられて
いる。2010 年 9 月の中間評価ヒアリングの結
果でも A+の高い評価を受けた。	 
 
４．今後の研究の推進方策	 

総括班は、平成 22 年度までと同様、領域内

の計画研究班と公募研究班間の有機的な連

携による共同研究の促進や連絡調整等領域

全体の研究推進に係る企画調整を行う。また

シンポジウムや研究会を開催して、領域内で

の意見交換や議論を進める。さらに得られた

研究成果の社会還元を行うことである。	 
	 本研究の成果については、これまでと同様、
主に学術雑誌への発表を行う。と同時に、よ
り社会・国民への発信をするために、公開シ
ンポジウム（年２回）や国際シンポジウムで
の成果発表や、本領域研究ホームページにて
論文発表、学会発表、新聞等媒体掲載などに
ついての情報を公開する。さらに、年２回発
行しているニュースレター等にて、研究活動
の内容や成果を国民に分かりやすい言葉で
説明し、「国民との科学・技術対話」に積極
的に取り組む。	 
	 
５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
 
〔その他〕 
(1)ホームページ	 http://www.pi-space.jp/ 
［発信内容］	 

領域研究の目的・領域研究の概要・各研究項

目の説明・メンバー紹介・トピックス紹介・	 

イベント情報の紹介・研究業績・受賞媒体掲

載の紹介・ニュースレター	 

 
(2)シンポジウムの開催	 

· 第１回公開シンポジウム（東京、2009.1）	 
	 講演要旨集：広報第１号	 

· 第２回公開シンポジウム（京都、2009.8）	 

	 講演要旨集：広報第３号	 

· 第１回国際シンポジウム（大阪、2009.12）	 
	 講演要旨集：広報第５号	 

· 第３回公開シンポジウム（岡崎、2010.3）	 
	 講演要旨集：広報第６号	 

· 第４回公開シンポジウム（つくば、2010.7）	 
	 講演要旨集：広報第８号	 

· 第２回国際シンポジウム（京都、2009.12）	 
	 講演要旨集：広報第 10 号	 

· 第５回公開シンポジウム（大阪、2010.7）	 
	 講演要旨集：広報第 11 号	 

	 

(3)若手研究会の開催	 

· 第１回（仙台、2009.11）	 
· 第２回（つくば、2010.7）	 
	 

(4)市民向け公開シンポジウムの開催	 

ノーベル化学賞受賞・白川英樹先生特別講演

会（2010.7）、参加者 510 人	 

	 

(5)ニュースレターの発行	 

· 第１号（全８頁、広報第２号、2009.3）	 
· 第２号（全８頁、広報第４号、2009.9）	 
· 第３号（全 12 頁、広報第７号、2010.3）	 
· 第４号（全 12 頁、広報第９号、2010.9）	 
· 第５号（全 12 頁、広報第 12 号、2011.3）	 
	 
(6)領域会議の開催	 

· 第１回総括班企画広報会議（東京、2009.1）	 
· 第１回総括班会議（東京、2009.1）	 
· 第２回総括班企画広報会議（東京、2009.1）	 
· 第３回総括班企画広報会議（京都、2009.8）	 
· 第１回合同班会議（京都、2009.8）	 
· 第２回総括班会議（京都、2009.8）	 
· 第２回班会議（京都、2009.8）	 
· 第３回総括班会議（大阪、2009.12）	 
· 第４回総括班企画広報会議（岡崎、2010.3）	 
· 第４回総括班会議（岡崎、2010.3）	 
· 第３回合同班会議（岡崎、2010.3）	 
· 第５回総括班企画広報会議（つくば、
2010.7）	 

· 第５回総括班会議（つくば、2010.7）	 
· 第４回班会議（つくば、2010.7）	 
· 第６回総括班企画広報会議（京都、2009.12）	 
· 第６回総括班会議（京都、2009.12）	 
· 第５回合同班会議（京都、2009.12）	 
	 
	 
	 
	 
	 


